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NIF2(.dat)ファイルからシェープ(.shp),CSV,NIF2 ファイルへの変換について説明します。 

NIF2 ファイルの注記を取り囲む閉領域を特定し、閉領域のポリゴンシェープファイル、注記の文字列の CSV ファ

イル、閉領域と注記の NIF2 ファイルを作成します。 

 
NIF2 ファイル(.dat) 
・ 注記 
・ ポリライン 
・ ポリゴン 
 

変換 
・注記を囲む閉領域を特定 

シェープファイル(.shp) 
・ ポリゴン(注記を囲む閉領域) 
・ 属性は ID 

CSV ファイル(.csv) 
・ １列目：ID 
・ ２列目：注記の文字列 

NIF2 ファイル(.dat) 
・ 注記 
・ ポリゴン(注記を囲む閉領域) 

 
複数の NIF2 ファイルを一括して変換できます。 

 

以下のソフトウェアに専用ライセンスを設定することで、変換機能が使えるようになります。 

ソフトウェア名 バージョン ビルド 

NIF2 三次元ビューF 2.00 2007/12/25

 

専用ライセンスが設定されていると、ファイルメニューに[NIF2 から SHP,CSV,NIF2 作成] を表示します。 

  

 

メニュー[ファイル]-[NIF2 から SHP,CSV,NIF2 作成]で変換のダイアログを表示します。 
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【NIF2 ファイル】 

変換する NIF2 ファイルを含むフォルダを指定します。選択ボタンを押し、ダイアログでフォルダを選択してくだ

さい。選択されたフォルダ名が左側に表示されます。 

  

変換時に、フォルダに含まれる NIF2 ファイル(拡張子.dat)を参照し、全てのファイルをリードします。 

NIF2 ファイルは次のような内容になっている必要があります。 

□ 注記を含んでいる 

□ ポリラインあるいはポリゴンを含んでいる 

□ ポリラインの両端点は必ず他のポリライン・ポリゴンの点と同じ座標になっている 

 
1 2 
  
  ポリライン 
 
4         3 

1,5         2 
 
   ポリゴン 
 
4           3 

OK   

1     2 
  ポリライン 
4             3 

1,5         2 
 
   ポリゴン 
 
4           3 ポリラインの端点 4 が、 

他の図形の点上にないためエラー 

 

ポリラインの端点が他のポリライン・ポリゴンの点と一致していない場合、閉領域が作成できません。

変換時にその端点座標をレポートします。 

 

【SHP,CSV,NIF2 ファイル】 

ファイルを保存するフォルダを指定します。NIF2 ファイルと同じファイル名で保存しますので、入力フォルダと

は別のフォルダを指定してください。例えば NIF2 ファイルが test.dat ならば、保存するファイルは

test.shp,test.shx,test.dbf,test.csv,test.dat になります。 

 

【ＯＫ】 

ＯＫボタンで変換を開始します。処理中は進捗状況を表示します。 
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以下の順序で指定されたフォルダ内の NIF2 ファイル(拡張子.dat)を順次処理します。 

 

（１） NIF2 ファイルをリード 

NIF2 ファイルに注記がない場合、ポリゴンあるいはポリラインがない場合、この NIF2 ファイルの処理を

終了します。 

 

（２） 閉領域を作成 

レイヤ別に NIF2 ファイルのポリラインとポリゴンから閉領域を作成します。キーコード・ラインタイプ

は問いません。 

 
1 2 
  
  ポリライン 
 
4         3 

1,5         2 
 
   ポリゴン 
 
4           3 

閉領域１ 閉領域２ 

 

ポリラインの端点が他のポリライン・ポリゴンの点と一致していない場合、その座標を[レポート]パネ

ルに表示します。 

 

ポリゴンとポリゴンが一部重なっている場合、重なった閉領域ができます。 

 

1,5        2 
  
 
 
4          3 

1,5         2 
 
 
 
4           3 

閉領域１ 

閉領域２ 

 

ポリゴンの中にポリゴンがある場合、穴があいた閉領域を作成します。 

 
ポリゴン１ 

ポリゴン２ 

閉領域１ 

 閉領域２ 
＋ 

 

穴があいた閉領域は、シェープファイルには内周(穴)があるポリゴンとして保存します。NIF2 ファイル

には外側は右回り、内側は左周りのポリゴンとして保存します。 
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（３） 注記を囲む閉領域を特定 

NIF2 ファイルの注記について、レイヤ別に注記が含まれる閉領域を特定します。注記と閉領域を作るポ

リライン・ポリゴンは同じレイヤになっている必要があります。閉領域が特定できた注記について、そ

の注記と閉領域をファイルに保存します。 

 
   。注記 A 

 。注記 B 

    。注記 A 

  。注記 B 
＋ 

。注記 C (注記Ｃは閉領域内にないので、ファイル保存の対象外) 
 

閉領域の中にない注記、あるいは複数の閉領域に含まれる注記がある場合、文字列や座標などを[レポー

ト]パネルに表示します。 

 

ひとつの閉領域に複数の注記が含まれる場合、その旨を[レポート]パネルに表示します。最初に閉領域

を特定した注記についてのみファイルに保存します。 

 

 

（４） シェープファイル保存 

ポリゴンのシェープファイル(シェープタイプ=5)を保存します。閉領域が特定できた注記についてその

の閉領域を保存します。閉領域に穴が空いている場合、内周を含むポリゴンを保存します。 

フィールド名 型 フィールド長 内容 

ID 文字列 ２０バイト 閉領域が特定できた注記の順番で 1,2,3,..と付けてい

きます 

LAYER 整数 4 バイト NIF2 でのレイヤ 

 

（５） CSV ファイル保存 

シェープファイルに保存した ID と注記の文字列を CSV ファイルに保存します。１行目はヘッダで、２行

目からデータです。データの数は、シェープファイルに保存したレコードと同じです。 

列 型 内容 

1 整数 ＩＤ(=1,2,3,4,...) 

2 文字列 注記の文字列 
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 D,整理番号,単位区域名,市町村,地番,保安林種,兼種保安林,一部指定,林小班,台帳面積,告示年月日,告示番号,備考 1,備考 2,備考 3, 
1,20059,, 
2,20059,, 
3,20065,, 
4,20065,, 
5 20060   



 

（６） NIF2 ファイル保存 

閉領域が特定できた注記と閉領域をポリゴンとして保存します。注記のレイヤー、キーコードおよびラ

インタイプは元の注記と同じで、ポリゴンも注記と同じ値です。ポリゴンは基本的に右回りとして保存

しますが、穴があいた閉領域は、外側は右回り、内側は左周りで保存します。従って、穴側の閉領域に

も注記がある場合、穴については右回りと左回りのポリゴンが重なることになります。 

 
   。注記 A 

 。注記 B 

    。注記 A 

  。注記 B 
＋ 

ポリゴンが重なって保存される 
 

 

（７） レポート 

[レポート]パネルには、NIF2 ファイル毎に処理内容およびエラーを表示します。 

 

マウス右ボタンのポップアップメニューで全体あるいは一部分をクリップボードにコピーできます。 
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【更新記録】 

□2007/12/25 

・ 閉領域の重複に対応するため、閉領域の作成と注記のマッチングをレイヤ別に処理するようにしま

した。 

・ 保存するシェープファイルに属性「LAYER」を追加しました。 


